
町民の視点に立った広報紙を目指して（ＮＰＯ法人との協働制作広報紙）

めいわ広報

  CONTENTS  

No．１５５
２０１１(平成２３）年

8

７月９日大佐貫の獅子舞７月９日大佐貫の獅子舞いい

●選挙結果(町議会議員・県知事選挙)・・・・・・・・P２

●介護施設は今(館林商工生取材リポート)  ・・P６

●非常招集訓練参加者募集・・・・・・・・・・・・・・・・・ P９



（２）（２）（２）

選
挙
結
果

　
８
月
８
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
、

明
和
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
７
月
　１９

日
に
告
示
さ
れ
、　

日
に
町
内
７
か

２４

所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
定
数
　
人
に
対
し
て
現
職
　
人
、

１２

１１

新
人
４
人
の
合
わ
せ
て
　
人
が
立
候

１５

補
し
、
前
回
に
続
い
て
選
挙
戦
に
な

り
ま
し
た
。
党
派
別
で
は
、
無
所
属

が
　
人
、
共
産
党
、
社
民
党
が
各
１

１３
人
。
今
後
の
町
政
の
方
向
を
決
め
る

身
近
な
選
挙
の
た
め
、
有
権
者
の
関

心
も
高
く
、　
・
　
％
の
投
票
率
と
な

７３

９４

り
ま
し
た
が
、
前
回
に
比
べ
５
・
　
ポ
０５

イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　

　
　

　　
開
票
は
、
選
挙
会
事
務
と
合
同
で

午
後
7
時
　
分
か
ら
役
場
会
議
室
で

５０

行
わ
れ
、
終
了
後
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
か
ら
当
選
者
　
人
に
当

１２

選
告
知
お
よ
び
当
選
証
書
が
付
与
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
開
票
結
果
は
次

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　

●
町
議
会
議
員
選
挙

●
群
馬
県
知
事
選
挙

■
町
議
会
議
員
選
挙

投票率（％）投票者数（人）
当日有権者数
（人）

投票区（※）

７２．１８　３８４　５３２１

６７．３２１，２４４１，８４８２

５７．６０１，９６２３，４０６３

６３．２４　５９０　９３３４

７６．０１　５１０　６７１５

６７．４８　４７３　７０１６

５７．７４　６９４１，２０２７

６３．０３５，８５７９，２９３投票所計

１０．９１１，０１４期日前投票所

７３．９４６，８７１９，２９３総合計

■明和町議会議員投票区別

　　　　　　　　投票者数および投票率

群
馬
県
知
事
選
挙
が
７
月
３
日
、
明
和
町
議
会
議
員
選
挙
が
７

月
　
日
に
執
行
さ
れ
、
町
内
７
か
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ

２４
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
有
権
者
は
、
県
政
・
町
政
を
担
う
候
補
者
に

１
票
を
投
じ
ま
し
た
。

（※）投票区名

 １　斗合田、下江黒

 ２　上江黒、千津井、江口、田島

 ３　新里、中谷、梅原

 ４　南大島

 ５　大輪

 ６　川俣、須賀

 ７　入ヶ谷、矢島、大佐貫



（３）広報めいわ　平成２３年８月１０日

　
　
　
【
候
補
者
別
得
票
数
】

■群馬県知事選挙明和町投票区別

　　　　　　　　　　投票者数および投票率

　
群
馬
県
知
事
選
挙
が
７
月
３
日
執

行
さ
れ
、
本
町
で
は
７
か
所
の
投
票
所

で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
の

投
票
率
は
、
　

・
　
％
で
平
成
　
年
７

４８

６７

１９

月
に
行
わ
れ
た
前
回
よ
り
　
・
　
ポ
イ

１３

５１

ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
開
票
は
午
後
８
時
か
ら
役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
、
本
町
の
開
票
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
群
馬
県
知

事
選
挙
の
当
選
者
は
、
大
沢
正
明
さ
ん

で
し
た
。

　【
候
補
者
別
得
票
数
】

　
　
　
　
　（
得
票
順
・
敬
称
略
）

大
沢
　
正
明
　
　
　
３
４
９
９
票

後
藤
　
新
　
　
　
　
　
５
９
３
票

小
菅
　
啓
司
　
　
　
　
２
６
３
票

海
老
根
　
篤
　
　
　
　
　
　
　
票
６６

　【
開
票
結
果
】

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
９
３
８
４
人

当
日
有
権
者
数
　
　
９
２
５
６
人

投
票
者
数
　
　
　
　
４
５
０
５
票

有
効
投
票
者
数
　
　
４
４
２
１
票

無
効
投
票
者
数
　
　
　
　
　
　
票
８４

　
■
群
馬
県
知
事
選
挙

投票率（％）投票者数（人）
当日有権者数
（人）

投票区（※）

５８．３８　３１０　５３１１

４４．４１　８１９１，８４４２

３４．８７１，１８６３，４０１３

４１．６０　３８９　９３５４

５３．１４　３５５　６６８５

５１．５０　３６０　６９９６

４４．９９　５３０１，１７８７

４２．６６３，９４９９，２５６投票所計

  ６．０１　５５６期日前投票所

４８．６７４，５０５９，２５６総合計

　
【
開
票
結
果
】

　  　
　

　
小
数
点
以
下
は
、
あ
ん
分
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。
　
　

　（
得
票
順
・
敬
称
略
）

　
　
　
   氏
 名
　
    年
齢
　
党
派
別
　
得
票
数

当
　
冨
塚
基
輔
　
　
　
無
現

５３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
７
１
票

当
　
齋
藤
一
夫
　
　
　
無
現

４２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
７
８
票

当
　
薗
田
　
繁
　
　
　
無
新

４１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
９
０
票

当
　
今
成
　
隆
　
　
　
無
現

５１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
８
０
票

当
　
奥
澤
貞
雄
　
　
　
無
新

５６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
７
１
票

当
　
川
島
吉
男
　
　
　
無
新

６２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
６
９
票

当
　
関
根
愼
市
　
　
　
社
現

６２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
４
３
票

当
　
栗
原
孝
夫
　
　
　
無
現

５７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
５
票

当
　
岡
安
敏
雄
　
　
　
無
現

６２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
１
票

当
　
堀
口
正
敏
　
　
　
無
現

６４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
９
１
票

当
　
田
口
晴
美
　
　
　
無
新
　

６１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
８
５
票

当
　
野
本
健
治
　
　
　
無
現

５３

　
　
　
　
　
３
４
９
・
６
８
１
票

　
　
早
川
元
久
　
　
　
共
現

５８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
３
３
票

　
　
野
本
長
司
　
　
　
無
現

５２

　
　
　
　
　
３
０
２
・
３
１
８
票

　
　
髙
橋
順
子
　
　
　
無
現

５６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
０
票

　

　
　
　
　
　

  選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
　
９
４
１
３
人

当
日
有
権
者
数
　
　
　
　
９
２
９
３
人

投
票
者
数
　
　
　
　
　
　
６
８
７
１
票

あ
ん
分
切
り
捨
て
　
　
０
・
０
０
１
票

有
効
投
票
数
　
　
　
　
　
６
７
７
９
票

無
効
投
票
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
票
９１

不
受
理
・
持
ち
帰
り
等
　
　
　
　
１
票



（４）（４）（４）

　
昨
年
、
３
月
に
　
年
間
勤
め
た

４５

郵
便
局
を
退
職
さ
れ
た
福
地
聖
さ

ん
（
中
谷
）。
そ
の
当
時
、
血
圧
が

高
め
で
１
６
０
前
後
あ
り
、
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
薬

を
飲
む
よ
り
も
、
食
事
療
法
や
運

動
で
筋
肉
を
つ
け
、
減
量
し
な
さ

い
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
保
健
師
さ
ん
か
ら

は
「
揚
げ
物
や
お
菓
子
を
控
え
、

食
物
繊
維
の
豊

富
な
食
品
や
野

菜
類
を
多
く
取

り
ま
し
ょ
う
」

と
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

 

　
そ
こ
で
、
福

地
さ
ん
は
体
重

を
３
㌔
減
ら
す

こ
と
を
目
標
に
、

ダ
ン
ベ
ル
、
腕

立
て
伏
せ
、
ス

ク
ワ
ッ
ト
、
腹
筋
運
動
な
ど
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
筋
肉
を
鍛
え
基
礎

代
謝
を
高
め
る
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
た
。
い
ま
で
は
高
さ
　
㌢
あ
る

２０

踏
み
台
を
使
い
ダ
ン
ベ
ル
を
両
手

に
持
っ
て
昇
り
降
り
を
午
前
・
午

後
に
連
続
　
分
ず
つ
計
　
分
。
同

１５

３０

じ
く
腕
立
て
伏
せ
と
ス
ク
ワ
ッ
ト

を
　
回
ず
つ
計
　
回
。
腹
筋
運
動

３０

６０

を
　
回
ず
つ
計
１
１
０
回
、
と
毎

５５
日
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
近
く
の
長
良
神
社

の
バ
ス
停
ま
で
お
孫
さ
ん
を
送
っ

た
帰
り
は
走
っ
て
帰
る
ほ
ど
身
体

が
軽
く
体
重
が
５
㌔
減
り
、
腹
囲

は
５
㌢
引
き
締
ま
り
ス
リ
ム
に
な

り
ま
し
た
。
血
圧
は
、
１
３
０
に

戻
り
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
。

　
福
地
さ
ん
は
、「
食
欲
を
抑
え

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
運
動
は
、

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
楽
し
く
な
り

も
っ
と
欲
が
出
る
、
こ
の
状
態
を

維
持
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

  食
事
や
運
動
で

　
生
活
習
慣
病
を
改
善

　
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
生
活
習
慣
病
。

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
適
度
な

運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

に
よ
り
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
特
定
保
健
指
導
で
は
、
対
象

者
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
減

量
や
運
動
な
ど
個
別
の
行
動
目
標

を
設
定
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
食
事
や
運
動
な
ど
対

象
者
が
取
り
組
む
べ
き
行
動
計
画

を
一
緒
に
作
成
し
ま
す
。
今
年
度

も
今
月
下
旬
か
ら
実
施
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

（
内
線
１
２
２
）
へ
。
 
        

　
特
定
健
診
を
受
け
た
ら
、
健
康
を
維
持
・
改
善
す
る
た
め
自
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
す
る
こ

特
定
健
診
を
受
け
た
ら
、
健
康
を
維
持
・
改
善
す
る
た
め
自
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
す
る
こ
とと

が
大
切
で
す
。
健
診
は
受
け
た
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
、
特
定
保
健
指
導
を

が
大
切
で
す
。
健
診
は
受
け
た
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
、
特
定
保
健
指
導
を
受受

け
た
多
く
の
か
た
が
体
重
を
減
ら
す
な
ど
改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
素
晴
ら
し
い
成
果

け
た
多
く
の
か
た
が
体
重
を
減
ら
す
な
ど
改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
素
晴
ら
し
い
成
果
がが

出
た
か
た
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

出
た
か
た
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。。

特定健診の様子

健
診
は
健
康

健
診
は
健
康
をを

維
持
・
改
善
す
る

         維
持
・
改
善
す
る
たた
め
に
め
に

　
筋
ト
レ
で
体
重
を
減
ら
す

腹
筋
を
鍛
え
る
福
地
さ
ん

福地聖さん(中谷）



（５）広報めいわ　平成２３年８月１０日

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区

各
地
区
のののののののののののののののののののののの

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
ままままままままままままままままままままま
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

 夏
ま
つ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

大輪地区

下江黒地区

矢島地区大佐貫地区

新里地区

斗合田地区

千津井地区

中谷地区



（６）（６）（６）

    和
や
か
な
雰
囲
気
！
　
　
　

　
「
和
の
郷
」
で
は
、
　
　
人
の
方
が
利

５０

用
し
て
お
り
、
平
均
年
齢
は
約
　
歳
８４

で
す
。
利
用
者
の
男
女
の
割
合
は
１

対
９
と
、
女
性
が
多
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
女
性
　
人
、
男
性
　
人
、
計
　
人
の

６２

１３

７５

職
員
が
交
代
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
「
和
の
郷
」
で
の
取
材
で
、
ま
ず
私

た
ち
が
感
じ
た
こ
と
は
、
「
雰
囲
気
が

明
る
い
」
「
場
の
空
気
が
暖
か
い
」
で

し
た
。
施
設
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
入
浴
な
ど
の
ほ
か
、
入
浴

後
の
人
の
好
み
に
応
じ
た
飲
み
物
を

だ
す
な
ど
、
利
用
者
側
の
立
場
に

立
っ
た
、
心
配
り
も
感
じ
ま
し
た
。

今館林商工高等学校では、３年生になると課題研究という授業があります。

その中の現場実習という授業で、私たちは明和町役場の総務課で就業体験

をさせていただきました。今回、私たちが福祉に着目した理由は、授業の

中で高齢化について学んだことがきっかけでした。　　

  そこで、「和の郷」を取材させていただきました。

和の郷の雰囲気

商工生が「和の郷」を取材しまし商工生が「和の郷」を取材しましたた
 介護施設は介護施設は今今・・・・・・！！



（７）広報めいわ　平成２３年８月１０日

　
　
取
材
を
終
え
て

　
　
　

　
私
た
ち
は
最
初
、
広
報
を
作

成
す
る
こ
と
に
大
き
な
不
安
を

抱
い
て
い
ま
し
た
が
、
取
材
を

行
い
、
情
報
を
ま
と
め
、
記
事

を
作
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
形
が

出
来
て
く
る
事
が
楽
し
く
な
り

ま
し
た
。
完
成
ま
で
の
過
程
は

決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
や

り
と
げ
た
達
成
感
を
得
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

　
今
回
の
学
習
に
よ
っ
て
、
ひ

と
足
先
に
社
会
人
と
し
て
の
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
　
今

後
社
会
に
進
出
す
る
た
め
の
第

一
歩
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　作
成
者

群
馬
県
立
館
林
商
工
高
等
学
校

３
年
　
　
酒
巻
　
知
加
　
　

　
　
　
　
多
田
　
奈
月

　
　
　
　
堀
越
　
友
美

利用されているかた

スタッフの介護士さん

サービスを利用しているかたにお話しを伺いました
　サービスを利用しているかたがたにまず、「施設を利用しようと思ったきっか

けは」とお聞きしたところ、「和の郷がいいよ」と知人から勧められたからとい

う声が多かったです。実際、利用してみると、絵を描くことや塗り絵をすること、

レクリエーションの時間など楽しいことが多く、ほかにもたくさんの利点があ

るとのことです。また、職員のかたがたが孫のように思えるともおっしゃって

いました。施設での生活は、利用者による笑顔が溢れていました。

職員のかたのお話しを伺いました  

　施設の利用者に、毎日家族のように接している職員の皆さん。「サービスを

利用されているかたには、毎日来たい、会いたいと思われる雰囲気を常に心

がけています」とのことですが、苦労も多く、「命を預かるということでの責

任感があり、危険と隣り合わせという意識を持っているため常に気を遣って

います」とお話ししてくださいました。しかし、「笑顔を見られること」や

「感謝されること」がやりがいに感じるとも伺うことができました。

　「
年
を
と
っ
た
ら
、
必
ず
誰
か

に
世
話
を
し
て
も
ら
わ
な
く
て

は
い
け
な
い
」
と
決
め
つ
け
て
し

ま
う
人
も
い
る
様
で
す
が
、
す

べ
て
の
人
が
「
必
ず
誰
か
に
世
話

を
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
が
丈
夫
で
、

身
の
回
り
の
事
が
全
部
１
人
で

で
き
る
人
も
い
れ
ば
、
あ
ま
り

体
力
に
自
信
の
な
い
人
も
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
十
人
十
色
で
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
い
っ
た
施
設
は
、
リ

ハ
ビ
リ
の
た
め
や
、
誰
か
と
交

流
す
る
た
め
、
ま
た
生
活
す
る

こ
と
に
不
便
を
感
じ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
利
用
し
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
最
初
は
施

設
を
利
用
す
る
目
的
が
１
つ
し

か
な
く
て
も
、「
利
用
す
る
う
ち

に
徐
々
に
楽
し
み
が
見
つ
か
っ

て
く
る
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
だ

さ
っ
た
か
た
も
い
ま
し
た
。

　
も
し
、
施
設
を
探
し
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
、
左
記
の

「
施
設
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
」
を
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
体
力
に
自
信
が
あ

る
」、「
何
か
や
り
が
い
を
見
つ

け
た
い
」
と
い
う
か
た
の
中
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て

い
る
か
た
も
い
ま
す
。
社
会
福

祉
協
議
会
（
山
　
・
４
０
１
３
）
で

８４

紹
介
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
人
と
交

流
す
る
こ
と
で
、
施
設
と
は

違
っ
た
楽
し
み
を
見
つ
け
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
何
か
１
つ
で
も
楽
し
い
事
を

見
つ
け
る
と
、
何
を
し
て
い
て

も
楽
し
く
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

お
年
寄
り
が
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
・
・・

　
　
　
　
　
　
　
～
私
た
ち
が
感
じ
た
こ
と
～

　
施
設
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

・
短
期
利
用
で
自
分
に
合
っ
て

　
い
る
か
試
し
て
み
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

・
家
族
と
話
し
あ
う
。
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女
子
中
学
生
の

　
保
護
者
の
皆
様
へ

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
不

足
が
よ
う
や
く
解
消
し
、
先
月
お
知

ら
せ
し
た
高
校
１
、
２
年
生
に
引
き

続
き
、
こ
の
た
び
中
学
１
～
３
年
生

の
女
子
も
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談

の
上
、
お
早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課

（
倡
１
２
２
）

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
５

 特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を

　
　
　
　
　
　
　
受
け
て
い
る
か
た
へ

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
必
要
な
資
格

期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
、
厚
生
年
金

の
被
保
険
者
期
間
（
会
社
勤
務
経
験
が
あ

る
等
）
が
１
年
以
上
あ
る
こ
と
に
よ
り
受

給
資
格
を
満
た
し
て
い
る
か
た
に
は
、
　
６０

歳
以
降
に
年
金
請
求
す
る
と
、
　

歳
に
な

６５

る
ま
で
の
間
は
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
　
歳
に

６５

な
る
と
受
給
権
が
消
滅
し
、
　

歳
か
ら
は

６５

新
た
に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
歳
に
な
っ
た
時
点
で
の
手
続
き
に
必

６５

要
な
書
類
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

老
齢
給
付
年
金
請
求
書
」
は
、　

歳
に
な

６５

る
誕
生
月
の
初
め
頃
（
１
日
生
ま
れ
の
か

た
は
前
月
の
初
め
頃
）
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
誕
生
月
の
末
日
（
１
日
生
ま
れ
の

か
た
は
前
月
の
末
日
）
ま
で
に
日
本
年
金

機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
誕
生
月
の

末
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
年

金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢

給
付
年
金
請
求
書
に
同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
健
の
加
入
者
で
、
入
院
中
ま
た
は
今

後
入
院
予
定
の
あ
る
か
た
は
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
提
示
す

る
と
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
限
度
額
に
軽
減
で
き
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
は
、
入
院
時
の
食
事

代
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

   す
で
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認

定
証
を
お
持
ち
の
か
た
も
、
有
効
期
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
軽
減
を
受
け

る
に
は
８
月
中
に
申
請
し
、
新
し
い
証
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
方
法

　
入
院
さ
れ
る
か
た
の
健
康
保
険
証
、
認

印
を
持
参
の
上
、
健
康
づ
く
り
課
３
番

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
対
象

①
　
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

７０
・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
住
民
税
の
課
税
・
非
課
税
は
不
問

②
　
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

７０

者
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た

※
　
歳
以
上
の
か
た
は
、
国
民
健
康
保
険

７０
の
高
齢
受
給
者
証
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
証
の
提
示
に
よ
り
、
入
院
時
の

窓
口
負
担
を
医
療
機
関
が
住
民
税
課
税
世

帯
の
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
に
抑

え
ま
す
の
で
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
は
、

限
度
額
の
他
に
入
院
時
食
事
代
の
減
額
も

あ
り
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 入
院
時
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

第
　
回
明
和
町
産
業
祭
の

１０
　
出
展
者
を
募
集
し
ま
す

　　
今
年
の
産
業
祭
は
「
復
興
支
援
！
明

和
か
ら
日
本
を
元
気
に
！
～
活
き
！

粋
！
産
業
祭
お
も
て
梨
の
心
で
～
」
を

テ
ー
マ
に
町
の
産
業
振
興
意
識
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
地
場
産
品

等
の
即
売
な
ど
を
通
じ
た
町
民
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地

元
商
工
業
と
住
民
が
ふ
れ
あ
う
時
間
を

提
供
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

※
出
展
さ
れ
る
農
作
物
、
商
品
の
「
活

き
」、
出
展
す
る
農
業
者
、
商
業
者
な
ど

産
業
人
の
「
粋
」
な
姿
、
ま
た
、
製
造

業
な
ど
の
技
術
の
「
粋
」
を
掛
け
合
わ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
が
相
乗
的
に
高
め

あ
っ
て
賑
わ
い
を
創
出
す
る
、
産
業
祭

が
い
き
い
き
と
輝
く
産
業
の
展
示
で
あ

る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

◆
期
日
　
　
月
６
日
　
　
雨
天
決
行

１１

（日）

◆
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時
　
分
３０

◆
会
場
　
役
場
庁
舎
北
側
駐
車
場

◆
参
加
内
容
　
農
産
物
販
売
、
展
示
販

売
等

　　



（９）広報めいわ　平成２３年８月１０日

『梨のほほ笑み』
町の特産品の梨をさらにＰＲしてい
こうと造られたもので、その味はさ
わやかで文字通り微笑ましいワイン
です。

◆
参
加
資
格
　
趣
旨
に
賛
同
す
る
町
内

団
体
、
町
内
商
工
業
者
、
町
内
農
業

者
お
よ
び
邑
楽
館
林
農
業
協
同
組
合

（
申
込
多
数
の
場
合
は
、
運
営
委
員

会
で
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
決
定
し
、

後
日
責
任
者
に
連
絡
し
ま
す
）

◆
参
加
申
込
み
に
あ
た
っ
て

・
今
年
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
内
容
で
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
（
出
展
ブ
ー
ス

の
位
置
等
）
は
、
運
営
委
員
会
で
決

定
し
ま
す
。

・
出
展
ブ
ー
ス
の
看
板
は
、
運
営
委
員

会
で
は
用
意
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

出
展
者
で
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
そ
の
ほ
か
の
参
加
者
の
独
自
企
画
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
産
業
祭
開
催

の
趣
旨
等
に
そ
ぐ
わ
な
い
内
容
の
も

の
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

・
天
災
等
の
不
可
抗
力
に
よ
り
開
催
不

可
能
と
な
っ
た
場
合
や
、
出
展
物
の

盗
難
・
損
傷
お
よ
び
テ
ン
ト
内
で
の

人
的
災
害
を
招
い
た
場
合
、
主
催
者

は
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法
　
経
済
建
設
課
お
よ
び
町

商
工
会
窓
口
に
あ
る
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
経
済
建
設

課
ま
た
は
町
商
工
会
へ
提
出
。

◆
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　
　
厳
守

３１

（水）

◆
申
込
・
問
合
せ
先
　

・
明
和
町
産
業
祭
運
営
委
員
会
事
務
局

（
経
済
建
設
課
内
  山
　
・
３
１
１
１
）

８４

・
明
和
町
商
工
会
（
山
　
・
３
１
３
０
）

８４

おめでとうございます
 全国人権擁護委員連合会長から表彰状

　奈良松男さん（田島）は、長年に

わたり人権擁護委員として国民の

人権の擁護と人権思想の普及高揚

に貢献され、その功績が認められ

たため、このほど全国人権擁護委

員連合会長から表彰状が贈られま

した。

晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

　
「
３
・
　
東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
な

１１

い
」を
テ
ー
マ
に
、明
和
町
災
 害
 非
 

常
 招
 集
 訓
 練
を
開
催
し
ま
す
。

　
関
東
に
一
台
の
降
雨
体
験
車
が

や
っ
て
く
る
。
毎
時
３
０
０

㎜

の
暴

風
雨
、
み
ん
な
で
台
風
の
大
雨
を
体
験

し
て
み
よ
う
。
地
震
体
験
車
で
「
関
東

大
震
災
」
や
「
兵
庫
県
南
部
地
震
」
な

ど
８
種
類
の
大
地
震
と
同
じ
揺
れ
を

体
験
で
き
ま
す
。

◎
日
時
　
９
月
３
日
　
　
午
前
９
時

（土）

◎
会
場
　
役
場
　
駐
車
場

※
駐
車
場
は
、
社
会
体
育
館
西
側
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
内
容
　
非
常
招
集
訓
練
、
役
場
職
員

初
動
体
制
確
認
訓
練
、
降
雨
体
験
車

体
験
、
地
震
体
験
車
体
験
、
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
、
防
災
資
機
材
展
示
、

防
災
用
備
蓄
食
糧
の
無
料
試
食
会

◎
訓
練
参
加
予
定
者
　
町
役
場
職
員
、

関
係
団
体
、
一
般
町
民
（
任
意
参
加
）

※
招
集
は
、
E
メ
ー
ル
配
信
「
メ
ー
ル

配
信
＠
め
い
わ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
合
せ
先
　
総
務
課
   内
線
２
１
２

 「
災
害
非
常
招
集
訓
練
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か 農地の適正管理をお願いします

特定疾患患者等見舞金の
支給月が変わります

　今年度より９月と３月末に見舞金を支給します。
◎対象　特定疾患（小児慢性特定疾患）医療受給者証をお持
ちのかた、人工肛門装着患者、人工透析療法対象者※在宅

で生活される介護保険法の施設入所者、障害者自立支援法の施

設入所者および通所者は、該当になりません。

◎申請方法　医療受給者証または手帳等、振込口座の通帳、
印鑑を持参のうえ、直接住民福祉課へ申請する

◎申請期限　８月３１日（水）
◎問合せ先　住民福祉課（内線１４４）

　耕作放棄地の増加は地域の景観を損なうだけでなく、病
害虫の温床や有害鳥獣の隠れ場所となる等、近隣の農作物

に被害を及ぼし、周辺住民への生活にまで悪影響を与えま

す。さらには、農業生産の減少による食糧自給率の低下や

農地の多面的機能の維持増進が困難になるなど、多くの問

題発生につながります。

　耕作放棄地の発生抑制や解消に取り組むため、農業委員

会では農地法３０条による農地の利用状況調査および指導を

行いますので、農地の適正管理にご協力をお願いします。

◎問合せ先　農業委員会事務局（内線１５５）

今
私
た
ち
は
ど
ん
な
行
動
を
取
れ
る
の
か
・・・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１０）

ごみ拾いに精出す各種スポーツ会員

　７月１０日、町に登録された２５のスポーツ団体の

代表者約１５０人が利根川総合運動場を中心に、今年

も利根川一斉クリーン作戦を行いました。

　用意された手袋、ごみ袋、タオル等を持ちごみ拾

いや除草作業に気持ち良い汗を流していました。　

　この施設には、野球場、ソフトボール場、グラウ

ンドゴルフ・パークゴルフ場９ホ－ル、サッカー場、

多目的広場、太陽の広場（砂場）等が整備されてい

ますので、皆さん大いにご利用ください。

利根川運動場が綺麗になった
スポーツ団体総出のクリーン作戦

名誉賞を受賞した峯崎さん

　７月１４日、和歌山市で開かれた第６０回全国農業

コンクールで、シクラメンの栽培技術の確立で実績

を評価され、千津井地区の「有限会社峯崎園芸」の

峯崎正春社長が名誉賞を受賞しました。峯崎さん

は７０年代に稲作・野菜栽培から花の鉢植え栽培に転

換、苗と土の栄養状態を測定した「栄養診断」の取

り組み、高品質の鉢物栽培技術を確立しました。

　また峯崎さんは、新規就農生を受け入れ、若手の

育成にも貢献しています。

峯崎さん名誉賞に輝く快挙
全国農業コンクールでシクラメン栽培技術評価

園児の保護者へ交通安全を呼びかける会員

　７月１２日、町では夏の県民交通安全運動の街頭

啓発の一環として館林女性ドライバークラブ会員、

館林警察署と協力し、“明和町こども園”に子供を送

りとどける保護者を対象に、チラシや粗品を配りな

がら、事故防止とチャイルドシート着用を呼びかけ

ました。　“無くす事故　群馬の道から　我が身か

ら”を年間スローガンに、サブスローガンには“シー

トベルトしめて守ろう　家族の笑顔”を掲げて７月

１１日から７月２０日まで運動を実施しました。

夏の県民交通安全運動を実施
おはようママ作戦

母親に抱かれて水中歩行

　７月１２日、幼児にプールの楽しさを体験してもら

おうと、子育て支援センター主催のベビースイミン

グ教室が海洋センターで開かれました。

　母親に抱かれた０歳から３歳までの１３組の乳幼

児が、２５㍍プールで水中歩行や子供用プールですべ

り台を楽しみ、夏の暑さも忘れ、親子で涼しいひと

ときを過ごしていました。

　参加者は「子どもがプール大好きなので、楽しみ

にしていました」と語っていました。

暑さを忘れて楽しむ
ベビースイミング
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（１１）広報めいわ　平成２３年８月１０日

猛暑のなか競技をする選手

優秀個人賞

　7月１０日、第３１回明和消防団ポンプ

操法競技大会が役場駐車場で行われま

した。大会には町消防団から６チーム

の精鋭たちが出場し、日頃から訓練を

重ね鍛え抜いたポンプ操法技術と士気

の高さを競い合いました。会場には、

訓練を陰で支えた家族や仲間たちが集

まり、競技する団員たちに熱い声援を

送っていました。

　　【競技結果】

　　　　団体賞

　　優　勝　第３分団１班

　　準優勝　第２分団２班

　　第３位　第３分団２班

　　　　個人賞

指揮者　太田雅仁（第２分団２班）

１番員　清水明雄（第２分団２班）

２番員　村田和宏（第３分団１班）

３番員　高沢政巳（第２分団２班）

４番員　藤野守保（第３分団１班）

訓練の成果を披露
明和消防団ポンプ操法競技大会

団体優勝の第３分団１班

元気アップ体操で介護予防
介護保険の出前講座開催

元気アップ体操をする参加者

　７月１２日、上江黒住民集落センターで介護保険係

職員による介護保険制度の概要と介護予防体操（リ

ズム体操・脳トレーニングなど）の出前講座が開催

されました。　歌あり、笑いあり、運動ありの講座を

受講した後、昨年１０月から発足した「上江黒元気

アップ教室」が実施され、介護の必要のない体力づ

くりと地域のコミュニケーションを図りながら、

「すがすがしい汗」を流し楽しいひとときを過ごして

いました。園内を練り歩く園児

　７月１６日、こども園で夏まつりが開かれ、３３５人

のかわいらしい浴衣や甚平を着た園児とその家族が

ひとときのふれあいを楽しみました。

　園児たちは園庭で、この日のために練習してきた

歌や盆踊りを家族に披露し、力作揃いのねぷたを引

き歩き、水鉄砲やお宝釣りなどを楽しみました。

　また、子どもたちの園生活の様子がスライド

ショーで披露され、保護者たちに大好評でした。

ねぷたを引き歩く
こども園夏まつり



（１２）

INFORMATION

（１２）

掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲示示示示示示示示示示掲示板板板板板板板板板板板
 …問い合わせ先

□申 …申し込み先

糸…メールアドレス

:…ウェブサイト

問

（１２）

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

１８
元
気
ア
ッ
プ
教
室
も
町
内
全
地

区
に
広
が
り
ま
し
た
の
で
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
   ９
月
　

日
　
　
午
後

１４

（水）

１
時
　
分
～
午
後
３
時

３０

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
内
容
　
①
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー

ジ
講
習
（
　
分
）　
②
ラ
ジ
オ

５０

体
操
実
技
指
導
（
　
分
）

３０

□
講
師
　
西
本
浩
子
先
生
（
大
泉

体
操
ク
ラ
ブ
代
表
 ・
ラ
ジ
オ

体
操
全
国
公
認
指
導
者
）

□
対
象
　
元
気
ア
ッ
プ
教
室
参

加
者
、
町
民
一
般

□
参
加
費
　
無
料

□
持
ち
物
　
お
茶
等
の
水
分
、
タ

オ
ル
、
体
育
館
履
き

　
元
気
ア
ッ
プ
教
室
代
表
者

へ
連
絡
す
る
か
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ

　
健
康
づ
く
り
課
（
瑚
１
２
２
）

　
夜
間
や
土
、
日
曜
日
で
も
、
電

話
予
約
で
住
民
票
お
よ
び
印
鑑

登
録
証
明
書
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　
夜
間
や
休
日
に
し
か
来
庁
で

き
な
い
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
左
記
受
付
時
間
内
に
住
民
福

祉
課
へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

□
電
話
予
約
受
付
日
・
時
間
　
▼

月
曜
日
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
７
時
　
分
１５

　
▼
火
曜
日
～
金
曜
日
　
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

（
い
ず
れ
も
休
日
を
除
く
）

□
受
取
日
・
時
間
　

▼
月
曜
日
～
金
曜
日
（
休
日
を

除
く
）　
午
後
　
時
ま
で

１０

　
▼
土
、
日
、
祝
日
　
午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

　
住
民
福
祉
課
（
瑚
１
４
２
）

　
群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

で
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
や
不

安
・
悩
み
を
も
つ
方
の
電
話
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
日
時
　
９
月
４
日
　
　
午

（日）

前
　
時
か
ら
午
後
３
時

１０

□
専
用
電
話
番
号
　
０
２
７
・

２
９
０
・
２
９
２
０

□
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
電
話

代
は
か
か
り
ま
す
）

　
群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協

会
（
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー
内
　
山
０
２
７
・
２
６

３
・
１
１
６
６
）

　□
日
時
　
８
月
　

日
　
　
①
午

２８

（日）

前
　
時
　
分
　
②
午
後
１
時

１０

３０

　
分
３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
今
月
の
映
画
　

　
①
「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
」

　
②
「
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ

リ
ビ
ア
ン
（
ワ
ー
ル
ド
・
エ
ン

ド
）
」

□
入
場
料
　
無
料
（
ど
な
た
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
（
山

　
・
５
５
５
５
）

８４

　
館
林
調
停
協
会
主
催
の
「
調
停

相
談
会
」
は
、
弁
護
士
や
調
停
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
交
通
事
故
、
金
銭
貸
借
、
土
地

家
屋
、
相
続
、
夫
婦
や
親
子
等
の

も
め
ご
と
で
お
困
り
の
か
た
は
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

□
日
時
   ９
月
　

日
　
　
午
後

２９

（木）

２
時
～
午
後
７
時

□
場
所
　
館
林
市
文
化
会
館
（
城

町
３
倆
１
）

館
林
調
停
協
会
（
館
林
簡
易
裁

判
所
内
　
山
　
・
３
０
１

７２

１
）　

お

知

ら

せ

「
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
」

の
ご
案
内

元
気
ア
ッ
プ
教
室
記
念

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

調
停
相
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す

８
月
の
映
画
上
映
会

「
図
書
館
映
画
サ
ロ
ン
」

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明

を
電
話
予
約
で
き
ま
す

「パイレーツ・オブ・

カリビアン」

電
気
を
安
全
に
使
い
ま

し
ょ
う
！

「マダガスカル」

問

問

問 問

問

申

問

�������

���

�������

���



（１３）広報めいわ　平成２３年８月１０日

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

□
日
時
   ８
月
　

日
　
　
午
後

２５

（木）

４
時
～

□
場
所
　
館
林
厚
生
病
院
　
多

目
的
ホ
ー
ル

□
内
容
　
中
耳
炎
と
副
鼻
腔
炎

□
講
師
　
室
井
昌
彦
（
館
林
厚

生
病
院
・
耳
鼻
咽
喉
科
部
長
）

□
参
加
費
　
無
料

　
不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
健
康
づ
く
り
課
（
瑚
１
２
２
）

　　
国
道
１
２
２
号
バ
イ
パ
ス
事

業
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
館
林

都
市
計
画
道
路
の
変
更
が
７
月

　
日
付
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ

２２ま
し
た
の
で
、
関
係
図
書
を
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

□
縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
　

分
３０

～
午
後
５
時
　
分
（
土
・
日
は

１５

除
く
）

□
縦
覧
場
所
　
群
馬
県
都
市
計

画
課
、
館
林
土
木
事
務
所
、

館
林
市
都
市
計
画
課
、
明
和

町
都
市
計
画
課

　
都
市
計
画
課
（
瑚
１
３
２
）

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱

期
に
引
き
揚
げ
て
き
た
か
た
が

た
が
、
当
時
国
内
に
持
ち
込
む

こ
と
が
で
き
な
く
て
税
関
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
や
証
券
な

ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
お

心
当
た
り
の
方
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
に
関
す
る
手
続

き
や
問
合
せ
等
は
、
家
族
の
か

た
が
た
で
も
で
き
ま
す
。

　
東
京
税
関
前
橋
出
張
所
（
山

０
２
７
・
２
２
１
・
５
２
８

４
）

①
脳
の
健
康
教
室
の
参
加
者

　
東
北
大
学
・
川
島
隆
太
教
授

に
よ
る
脳
の
研
究
成
果
を
活
用

し
た
、
読
み
書
き
・
計
算
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
脳
の
前
頭
前
野

を
活
性
化
し
、
脳
を
鍛
え
ま
す
。

□
時
間
　
午
後
１
時
　

分
～
午

３０

後
３
時
　
分
の
中
で
　
分
程
度

３０

３０

□
内
容
　
読
み
書
き
、
簡
単
な

計
算
等

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
か
た

６５

□
定
員
　
　
人
３０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
８
月
　
日
　
～

１９

（金）

９
月
７
日
　（水）

②
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

□
対
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
が
あ
り
、
話
し
好
き

な
か
た

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
午

３０

後
３
時
　
分
３０

□
内
容
　
参
加
者
の
学
習
の
見

守
り
、
丸
つ
け
等

□
募
集
人
数
　
　
人
２０

□
申
込
期
限
　
９
月
２
日
　（金）

※
①
②
共
通
事
項

□
期
間
  ９
月
　
日
～
　
年
１
月

２２

２４

　
日
（
全
　
回
）
毎
週
木
曜
日

１２

１５

□
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
健
康
づ
く
り
課
内
　
瑚
１
２

６
）
へ

　
　
月
９
日
　
に
開
催
予
定
の

１０

（日）

第
　
回
明
和
町
民
体
育
祭
ボ
ラ

１４
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

□
対
象
　
高
校
生
以
上
の
か
た

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　

１１

（日）

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
社
会

体
育
館
（
山
　
・
４
６
２
６
）
へ

８４

【
第
　
回
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
】

１３

□
期
日
   ９
月
４
日
　
　

（日）

□
場
所
　
未
定

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２４

（水）

【
第
　
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

１３

□
期
日
   ９
月
４
日
　
　

（日）

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２４

（水）

【
第
　
回
町
民
サ
ッ
カ
ー
大
会
】

１４

□
期
日
   ９
月
　
日
　
、　

日
　

１１

（日）

１８

（日）

□
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２８

（日）

【
第
　
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

１３

□
期
日
   ９
月
　
日
　
　

１８

（日）

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
申
込
期
限
　
９
月
４
日
　（日）

【
第
　
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】

１３

□
期
日
   ９
月
　
日
　

１８

（日）

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場

□
申
込
期
限
　
９
月
４
日
　（日）

※
各
大
会
共
通
事
項

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た

□
参
加
費
　
無
料

　
直
接
、
社
会
体
育
館
窓
口
へ

　
社
会
体
育
館
（
山
　
・
４
６

８４

２
６
）
　
　

引
揚
者
の
皆
様
へ
税
関

か
ら
の
お
知
ら
せ

第
　
回
明
和
町
民
体
育

１４
祭
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募

集

し

ま

す

体
育
協
会
の
各
種
大
会

参
加
者

館
林
市
邑
楽
郡
医
師
会

協
賛
・
健
康
講
座

「
脳
の
健
康
教
室
」
参
加

者
お
よ
び
サ
ポ
ー
タ
ー

都
市
計
画
決
定
（
変
更
）

が
縦
覧
で
き
ま
す

問

問

問

問

申

申

問

申

問

申

�������

���

�������

���



（１４）

INFORMATION
□
日
時
　
９
月
９
日
　
　
午
後

（金）

１
時
～
午
後
２
時

□
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
町
内
に
在
住
の
お
お

む
ね
　
歳
以
上
の
か
た

６０

□
内
容
　
▼
ケ
ー
タ
イ
を
使
っ

た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
の

犯
罪
対
策
　
▼
大
規
模
災
害

時
に
役
立
つ
災
害
用
伝
言
板

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
方
法
▼

質
問
コ
ー
ナ
ー
、
ほ
か

　
直

接
、
老

人

福

祉

セ

ン

タ
ー
へ

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
山
　
・
８４

４
０
１
３
）

□
日
時
   ９
月
７
日
　
　
午
前

（水）

　
時
～
正
午

１０
□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
大
字
中
野
３
９
２
４
倆
１
）

□
対
象
　
町
民
一
般
、
町
内
在

勤
の
か
た

□
定
員
　
　
人
２０

□
申
込
期
間
　
８
月
　
日
　
～

１８

（木）

　
日
　

２８

（日）

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
中

央
公
民
館
（
山
　
・
４
４
９

８４

１
）
へ
　

　
□
期
間
   　
月
～
　

年
２
月

１０

２４

の
第
１
、
第
３
水
曜
日

□
時
間
  　
午
後
１
時
　

分
～

３０

午
後
３
時
　
分
３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
民
一
般
、
町
内
在

勤
の
か
た

□
定
員
　
　
人
２０

□
費
用
　
３
、
０
０
０
円
（
材
料
費
）

□
申
込
期
間
　
８
月
　
日
　
～
　
日
　

１８

（木）

２８

（日）

　
生
涯
学
習
課
（
山
　
・
８４

４
４
９
１
）

　
労
使
教
育
委
員
会
で
は
、
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
１
日
　

１０

（土）

□
場
所
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド

□
対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
労
働
者
・
使
用
者
と
そ
の

家
族
（
中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
）

□
参
加
費
（
１
人
あ
た
り
）　

　
・
４
歳
～
小
学
生
　
３
、
０
０
０
円

　
・
中
学
生
以
上
　
５
、
０
０
０
円

※
参
加
費
に
は
１
日
間
フ
リ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト
代
が
含
ま
れ
ま
す
。

□
募
集
人
数
　
　
人
４０

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
を

行
い
ま
す
。

□
申
込
期
間
　
８
月
　
日
　
～

２２

（月）

９
月
２
日
　（金）

□
抽
選
日
　
９
月
５
日
　
　
午

（月）

前
　
時
（
役
場
第
６
会
議
室
）

１０
　
直
接
、
労
使
教
育
委
員
会

事
務
局
（
経
済
建
設
課
内
）
へ

（
電
話
で
の
申
込
不
可
）

　
労
使
教
育
委
員
会
事
務
局

（
経
済
建
設
課
内
　
倡
１
５
３
）

　
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
青
年
部
主
催

の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
習
に
参
加
し
て
、
素
敵
な
出

会
い
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
　
９
月
３
日
　
　
午
後

（土）

３
時
～
午
後
７
時
頃

□
場
所
　
ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス
（
館
林

市
美
園
町
　
倆
７

１５

□
募
集
対
象
・
人
数
　
独
身
の
女

性
　
　
人
程
度

１５

□
申
込
締
切
　
８
月
　
日
　

２０

（土）

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

□
参
加
費
　
２
、
０
０
０
円

　
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
園
芸
企
画

課
　
増
田
（
山
　
・
４
９
９
１
）

７３

　
町
で
は
、
高
齢
者
福
祉
計
画

策
定
懇
談
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　
平
成
　
年
３
月
に
策
定
し
た

２１

「
明
和
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
を
見
直
し
、
新
た
に
「
明
和

町
高
齢
者
福
祉
計
画
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
齢
者
を
支
え
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
の
整
備
や
生
き
が
い
づ
く
り
・

健
康
づ
く
り
な
ど
を
地
域
で
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
方
策

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

  策
定
懇
談
会
委
員
に
は
、
次
の

項
目
に
該
当
す
る
か
た
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
応
募
資
格
・
募
集
人
数

　
明
和
町
に
在
住
の
か
た
で
、

①
　
歳
以
上
　
歳
未
満
啻
２
人

４０

６４

②
　
歳
以
上
啻
２
人

６５
③
家
庭
で
の
介
護
経
験
者
啻
２
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

□
応
募
締
切
　
８
月
　
日
　

３１

（水）

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
健

康
づ
く
り
課
（
倡
１
２
２
）
へ

□
日
時
　
９
月
　

日
　
　
午
前

２９

（木）

　
時
～
正
午

１０
□
テ
ー
マ
　
「
秋
の
草
花
と
観
葉

植
物
の
育
て
方
」

□
講
師
　
森
田
公
通
先
生
（
グ

リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

□
受
講
料
　
無
料

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

６０

□
申
込
受
付
　
９
月
　
日
　
午

１２

（月）

前
８
時
　
分
よ
り
電
話
受
付

３０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
大
字
中
野
３
９
２
４
倆
１
）

　
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
山
　
・
７
１
８
８
）

８８

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

（
全
　
回
）

１０

婚
活
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト

高
齢
者
福
祉
計
画
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

９
月
の
緑
化
講
座
の
ご

案
内

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
ケ
ー
タ

イ
安
全
教
室
（
シ
ニ
ア
編
）

「
草
花
を
観
察
し
よ
う
」

教
室

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ

ア
ー
参
加
者

問

問

申

申

申

問

申

問

申

問
申

問

申

問

威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

空
間
放
射
線
量
測
定
結
果

備考
測定値（単位：マイクロシーベルト）

所在地測定場所
月日
天候 地表５０ｾﾝﾁ１ﾒーﾄル

校庭・土0.1060.0960.088千津井東小学校

7/8

晴れ

校庭・土0.1260.0940.085川俣西小学校
校庭・土0.0850.0820.073新里中学校
園庭・芝0.1280.0910.082田島こども園
広場・土0.1000.0920.085南大島ふるさとの広場
校庭・土0.1050.0900.082千津井東小学校

7/22

曇り

校庭・土0.0930.0960.092川俣西小学校
校庭・土0.0890.0790.078新里中学校
園庭・芝0.1070.0930.095田島こども園
広場・土0.0950.0910.077南大島ふるさとの広場



（１５）広報めいわ　平成２３年８月１０日

　
子
ど
も
の
自
信
や
社
会
性
を
伸

ば
す
た
め
に
、
親
と
し
て
ど
の
よ

う
に
接
し
た
ら
よ
い
か
を
、
奈
良

教
育
大
学
の
岩
坂
英
巳
先
生
を
お

招
き
し
て
、
児
童
精
神
科
医
の
立

場
か
ら
、
わ
か
り
や
す
く
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
６
日
　
　
午
後
２

１１

（日）

時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
群
馬
会
館
ホ
ー
ル
（
前
橋

市
大
手
町
２
倆
１
倆
１
）

□
費
用
　
無
料

□
定
員
　
４
０
０
人（
先
着
順
）

□
申
込
期
間
　
９
月
１
日
　
～
　

（木）

１０

月
　
日
　
（
必
着
）

２４

（月）

□
申
込
方
法
　
▼
は
が
き
ま
た
は

F
A
X
の
場
合
　
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
宛
先

に
送
る
▼
電
子
申
請
の
場
合
　

「
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
等
受
付
シ
ス

テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」か
ら「
こ

こ
ろ
の
県
民
講
座
」を
選
択
し
、必

要
事
項
を
入
力

◎
お
申
し
込
み
後
は
、
直
接
会
場

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
定
員
に

達
し
、
お
断
り
す
る
場
合
の
み
ご

連
絡
し
ま
す
。

　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
　
企
画
研
修
係

　
〒
３
７
９
・
２
１
６
６
　
前
橋
市

野
中
町
３
６
８
　

　
山
０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６

　
姉
０
２
７
・
２
６
１
・
９
９
１
２

□
職
種
・
人
員
　
事
務
員
、
薬
剤

師
、
臨
床
検
査
技
師
、
臨
床
工

学
技
士
、
管
理
栄
養
士
、
理
学

療
法
士
（
事
務
員
 ３
人
程
度
、

事
務
員
以
外
に
つ
い
て
は
、
各

1
人
程
度
）

□
応
募
資
格
　

　
▼
事
務
員
　
日
本
国
籍
を
有
す

る
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に

５６

生
ま
れ
た
か
た
で
、
大
学
（
大

学
院
）
卒
業
者
お
よ
び
来
春
卒

業
予
定
者
　
　

　
▼
事
務
員
以
外
　
日
本
国
籍
を

有
す
る
昭
和
　
年
４
月
２
日
以

５６

降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
来
春

卒
業
予
定
者
お
よ
び
有
資
格
者

□
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
当
院
総

務
課
に
て
配
布
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
）、
卒
業
予
定
者

は
卒
業
見
込
書
、
成
績
証
明
書
、

有
資
格
者
は
免
許
証
の
写
し

□
試
験
　
職
種
に
よ
り
異
な
る

□
試
験
日
　
後
日
応
募
者
に
通
知

□
願
書
締
切
　
８
月
　
日
　

３１

（水）

□
給
料
　
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組

合
初
任
給
基
準
に
よ
り
決
定
。

ほ
か
に
、
国
家
公
務
員
に
準
じ

た
各
種
手
当
を
支
給
。

□
書
類
提
出
先
　
館
林
厚
生
病
院

総
務
課
人
事
係

　
館
林
厚
生
病
院
（
山
　
・
３

７２

１
４
０
）
　
:(h

ttp
://w
w
w
.ta

teb
a
y
a
sh
ik
o
seib
y
o
in
.jp
/)

【
第
　
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会
結
果
】

１３

優
　
勝
　
久
永
晴
紀
・
荒
井
和
美

準
優
勝
　
塩
谷
敏
彦
・
庄
司
泰

第
３
位
　
伊
田
泰
一
郎
・
柿
沼
直
広

▼
学
校
教
育
課

　
年
度
明
和
町
立
明
和
西
小
学
校
旧

23屋
内
運
動
場
解
体
工
事

場
　
　
所
　
川
俣
 地
内
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（１６）

【町の無料法律相談】　

□日　時　９月９日（金）　午前１０時～正午　

□場　所   役場委員会室　

□対　象   明和町民　

□担　当　福島弁護士

□受付期間　９月１日（木）～８日（木）

　までに総務課へお申し込みください

※事前の予約が必要です。

【人権・行政・心配ごと相談】

□日　時　９月１５日（木）　午前１０時～

　午後３時

□場　所　役場会議室

【年金相談】　

□日　時　９月１５日（木）　午前９時３０分

～午後３時

□場　所　館林市役所（山７２・４１１１）

※事前の予約が必要です。

【健康相談】

□日　時　９月６日（火）　午前９時３０分

～午前１０時３０分受付

□場　所　保健センター

□対　象　乳幼児・成人

【乳幼児健診】

□日　時　９月８日（木）　午後１時～

　午後２時受付

□場　所　保健センター

□対　象　２１年９月、２２年９月、

　２３年２月・５月生

※１０か月児健診はなくなりました。

■発行／群馬県明和町役場　〒３７０崖０７９５　群馬県邑楽郡明和町新里２５０番地１　■編集　総務課総務係・ＮＰＯ法人めいわ
始０２７６･８４･３１１１　姉０２７６･８４･３１１４　■URL  http://www.town.meiwa.gunma.jp　■Eメール  kouhou@town.meiwa.gunma.jp

７月の町の事件事故状況

コヒルガオ　（ヒルガオ科）

　記　立岡正夫

　道端や堀端などに一般的に見られるつる性の野草です。夏の

暑い日に畑仕事で流れる汗を拭いながらこの花が道端のフｴン

スにからみついて咲いているのを見ると、一服の涼しさを感じ

ます。昼顔は朝顔に対して日射しを受けて咲くのでその名がつ

きました。コヒルガオは昼顔より花も葉も小さいのでこの名が

ついています。　　　　　　　　　

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

（平成２３年７月１日現在）

　総人口　  １１，５０３人　（－４）
　　男　　　５，７５４人　（－４）
　　女　　　５，７４９人　（０）
　世帯数　　３，８３４世帯（＋７）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病　……………… ２５件
　　士交通事故　…………  ２件
　　士その他　…………… １５件
　　士合計　……………… ４２件 

７月の町の救急車出動回数

纂いつでもどこでも２ロック
　（自転車盗防止の基本です）

纂見通しの悪い交差点では
　　　左右の安全確認の徹底

定期相談・健診

　
　士自転車盗……………１件　

　士人身事故…………… ３件
　士物件事故……………１０件

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

慶友整形外科
（７２）６０００

寺内医院
（８８）１５１１

藤原医院
（８８）７７９７

まりレディス
（７６）７７７５

－８月１４日（日）

小曽根整形
（７２）７７０７

黛泌尿器科
（６３）７８００

神尾内科医院
（７５）１２８８

多々良診療所
（７２）３０６０

川田耳鼻咽喉科
（７２）３３１４

８月２１日（日）

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

三浦医院
（６２）２９１７

増田医院
（８２）２２５５

ごが内科
（７３）７５８７

－８月２８日（日）

最上胃腸科
（７４）３７６３

みづほクリ
ニック

（２０）１１２２

さくらクリニック
（７２）３８５５

土井レディス
（婦人科のみ）

（７２）８８４１

川村耳鼻咽喉科
（７２）１３３７

９月４日（日）

館林医院
（７４）２１１２

湯沢医院
（６２）２２０９

益田小児科
（小児科のみ）

（６２）５５３５

森下内科医院
（７３）７７７６

－９月１１日（日）

真中医院
（７２）１６３０

いたくら内科
（７０）４０８０

たけい小児科
（小児科のみ）

（７６）２５２５

さくま内科
（５５）２５００

板倉耳鼻咽喉科
（８０）４３３３

９月１８日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

緊　　　　急
夜　　　　間

（午後７時～午後１０時）
歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）
（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～午後３時

定期相談・健診


